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（１）みやぎ心のケアセンター 

  （通称コケセン）について 

  統計から見た地域課題 



みやぎ心のケアセンターの特徴 

（１）東日本大震災後設立された期間限定組織 

 ①２０１１年度から２０２０年度まで、約１０年間 

 ②２０２１年度以降の存続有無は県が検討中 

（２）職員は多職種により構成 

  職域を超えて、チームにより支援活動を実施 

（３）市町の保健福祉部門を窓口に被災地支援 

（４）被害の大きな市町に出向職員を派遣 

（５）「子どもから大人まで切れ目のない支援」 



みやぎ心のケアセンターの体制 

●気仙沼地域センター 

●気仙沼地域センター    
  （気仙沼市・ 
      南三陸町） 
共に２０１２年４月設立 

●基幹センター 
活動地域（塩釜地区、岩沼地区及び内陸部） 

●石巻地域センター    
  （石巻市・東松島市   
         女川町） 

●基幹センター    
  （塩釜地区、岩沼地区 
         及び内陸部） 
基幹は２０１１年１２月設立 



 地域住民支援 支援対応 延べ件数 

訪問 訪問 

来所 来所 

電話 電話 
その他 

その他 6,437  
6,236  7,135  

7,589  
6,671  

7,121  

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 

（単位：件） 

6 



支援対応実人数の年度推移 

1955 
1410 1139 

904 
749 

780 

32% 
35%  

41%  

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

2015年度 2016年度 2017年度 

１回対応 ２回以上対応 ２回以上の割合 

7 

実件数 
％ 



相談経路別相談延件数（上位３項目） 
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相談経路別対応回数別実件数 
    （２０１７年上位３項目） 
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相談の背景別相談延件数（上位６項目） 
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相談背景別対応回数別実人数 
（２０１７年度上位４項目） 
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 支援者支援 実施件数の推移 

（単位：件） 
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（２）事例から見た地域課題 
 



発災後中期の事例 

（１）事例１：家族を亡くして懸命に生きてきた。 

  生活が落ち着いてきてかえって辛くなってき 

  た。しかし、時間がたつにつれて、辛い気持ち 

  を話しづらくなった。 

（２）事例２：仮設住宅から復興公営住宅に移っ 

  たが、人と話すことが少なく、寂しさが募って 

  いる。 
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積極的・発揚的 

消極的・抑うつ的 

数日後から 
数ヶ月間 

数時間から 
数日間 数ヶ月間後 

から数年 

再建期の特徴 
＝ハサミ状格差 

茫然自失期 

高揚期 

幻滅期 

  再建期 

被災者の一般的心理的反応経過 
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心理的支
援が必要 

孤立の問題 



子どもの事例 

（１）事例３：震災の時、学校で津波被害に遭っ 

  た。大人が流されて亡くなっていくのを見た。 

  避難所、仮設住宅から学校まで、がれきの 

  道を通るのは辛かった。これらのことを、震 

  災から５年たってようやく話せるようになっ 

  た。人に話せたら気持ちが楽になった。 

  （出典：「１６歳の語り部」、ポプラ社） 
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衝撃的体験後：子どもの感情の表れ方 

⑤共感的に傾聴されること 

③ 
身体化 

② 
行動化 

言葉による 
感情表現 

（体験を語る） 

①衝撃的体験 
その時の感情 
（自然発生） 

無意識 

意 識 

子どもの 
感情表現 
を助ける 
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④逃避や依存（引きこもり、ゲーム） 



 

（３）コケセンから見た 

   地域課題のまとめ 



地域精神保健福祉：行政機関とコケセン 
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Ｆ 

三次 精神保健福祉センター 

二次 保健所 

一次 市町村 

一次（身近）  
 直接相談 
 普及啓発 
二次（広域）  
 複雑事例 
 ＳＶ等 
三次（全県）  
 複雑事例 
 ＳＶ 
 研修等 

コケセン：一次から三次ま
で依頼により対応→ 
  行政機関に返していく 



コケセンから見た地域課題まとめ（１） 

（１）複雑・対応困難事例の対応 

 ①市町村の相談体制作り 

   （被災者支援から通常業務へ） 

 ②県（保健所、精神保健福祉センター）の支援 

  体制 

 ③多問題家族への支援→多機関連携、連携の 

  調整技術の向上 

 ④ケース会議の充実（アセスメント、対応、コン 

  サルテーション等） 
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コケセンから見た地域課題まとめ（２） 

（２）アルコール問題に対する対応 

 ①普及啓発・・・紙芝居等による啓発の工夫、 

   アルコールパッチテストによる心理教育 

 ②特定健診におけるγ-ＧＴＰによる介入→ 

   早期介入により検診結果の改善 

 ③節酒指導による早期介入 

 ④医療機関との連携（市町、保健所、内科、精 

  神科等） 
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コケセンから見た地域課題まとめ（３） 

（３）職員不足、職員のメンタルヘルス 

 ①職員相談 

 ②市町からの要望：保健師を県から派遣して欲しい 

 ③精神保健福祉士の採用 

（４）子どもの問題への対応 

 ①子どもの特徴を理解し、長期的視点が必要 

 ②福祉、教育等、関係機関の連携：例：気仙沼管内 

  精神保健医療福祉連絡会議ワーキンググループ 

 ③子どもは家族の影響を受けやすい→親支援 
23 



 

 ご清聴 

ありがとう 

ございました。 


